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オキザリス 

分類 ■半耐寒性球根植物   

草丈 ■20cm～30cm  

花径 ■約 3cm  

花色 ■黄色  

植え付け ■秋（8月中旬～9月）  

増やし方 ■分球、株分け（秋）  

場所 ■日当たりを好む  

用途 ■花壇、鉢植え、寄せ植え 

 

 

 オキザリス・セルヌアは黄色くきれいな花を咲

かせ、葉は三つ葉で黒い斑点が入っており、オキ

ザリスの仲間で高さ３０ｃｍぐらいの花茎を伸ば

します。耐寒性は比較的強く、うちの暖地では初

冬から開花していて、暖かいと花が開き、寒いと

花が開かず休んでいます。真冬は霜に何度も当た

ると葉や蕾は枯れてしまいますが、春になって暖

かくなるとまた葉が茂って花を咲かせます。暖地

の鉢植えでは冬は霜に当てないよう軒下に置いて

おけばよいと思います。6月を過ぎると暑さで葉

はなくなり休眠しますが、秋になると葉がまた伸

びてきます。 
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新 

年 

の 

あ 

い 

さ 

つ

新 

年 

の 

あ 

い 

さ 

つ  
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
健
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す
。 さ

て
、
昨
年
「
漢
字
検

定
協
会
」
は
、
そ
の
年
を

象

徴

す

る

漢

字

と

し

て

「
新
」
と
い
う
字
を
選
定

し
ま
し
た
。
選
定
理
由
と

し
て
、
衆
院
選
の
結
果
、

政
権
交
代
で
民
主
党
を
中

心
と
す
る
新
内
閣
が
発
足

し
て
政
策
・
行
政
が
刷
新

さ
れ
た
こ
と
。
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
始

ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

当
院
に
と
っ
て
も
、
昨

年
は
「
新
」
尽
く
し
の
一

年

と

な

り

ま

し

た
。
ま

ず
、
三
月
に
は
「
公
立
岩

瀬
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、
四
月
か
ら
当
院

は
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
適
用
団
体
と
な
り
、
名

称
を
「
公
立
岩
瀬
病
院
組

合
」
か
ら
「
公
立
岩
瀬
病

院
企
業
団
」
と
改
め
ま
し

た
。
ま
た
、
五
月
に
は
新

病
棟
の
建
設
を
開
始
し
ま

し
た
。
完
成
は
本
年
十
二

月
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

は
来
年
の
三
月
に
な
る
予

定
で
す
。
さ
ら
に
、
十
月

か
ら
は
救
急
外
来
に
お
け

る
「
時
間
外
診
療
料
特
別

加
算
」
の
算
定
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
い
わ

ゆ
る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
抑

制
し
、
勤
務
医
の
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
、
適

切
な
救
急
患
者
の
受
け
入

れ

態

勢

を

維

持

す

る

た

め
、
緊
急
性
の
低
い
軽
症

の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
ご

負

担

い

た

だ

く

制

度

で

す
。
導
入
か
ら
三
か
月
経

過
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
大
き
な
混
乱
も
な

く
順
調
に
推
移
し
て
お

り
ま
す
こ
と
は
、
十
一

月
か
ら
須
賀
川
医
師
会

や
保
健
環
境
組
合
構
成

市
町
村
な
ど
関
係
機
関

の
協
力
の
も
と
「
須
賀

川
地
方
休
日
夜
間
急
病

診
療
所
」
に
お
い
て
、

平
日
の
夜
間
に
つ
い
て

も
診
療
を
開
始
し
、
受

け
皿
が
整
備
さ
れ
た
お

陰
に
よ
る
も
の
と
、
関

係
各
位
の
ご
尽
力
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 さ

て

今
年

は
、
二

年

に
一
度
の
診
療
報
酬
改

定
の
年
で
あ
り
、
十
年

ぶ
り
に
増
額
改
定
と
な

る
よ
う
で
す
が
、
医
師

不
足
な
ど
地
域
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
は
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

開
業
医
の
先
生
方
と
の

連
携
を
密
に
し
、
地
域

医
療
の
充
実
を
図
っ
て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す
。
現

在
、
新

病

棟

も

地
上
部
分
が
立
ち
上
が

り
、
工
事
も
本
格
化
し

て
き
ま
し
た
の
で
、
地

飛 

躍 
の 
年 

へ 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

は
夢
と
希
望
に
満
ち
た
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

公
立
岩
瀬
病
院
で
は
昨

年
よ
り
伊
東
企
業
長
を
迎

え
、
病
院
の
健
全
運
営
に

全
力
を
傾
注
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
こ
数
年
で

常
勤
医
師
が
六
名
減
尐

し
、
産
婦
人
科
が
な
く
な

る
な
ど
病
院
運
営
に
と
っ

て
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

が
住
民
の
皆
様
へ
様
々
な

ご
負
担
を
お
か
け
す
る
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
こ
と

を
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
勤
務
医
師

の
減
尐
は
全
国
の
多
く
の

地
域
で
起
き
て
お
り
、
地

域
医
療
の
崩
壊
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

な
か
で
昨
年
の
七
月
か
ら

十
一
月
に
か
け
て
須
賀
川

市
、
須
賀
川
医
師
会
、
公
立

岩
瀬
病
院
が
連
携
協
力
し

て
、
「
地
域
医
療
を
語
る

会
」
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
橋
本
市
長
か
ら
「
安

心
し
て
生
活
す
る
の
に
欠
か

せ
な
い
も
の
は
安
定
し
た
地

域
医
療
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
地
域
医
療
は

当
た
り
前
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
み
ん
な
で
支
え
あ
う
こ

と
が
必
要
な
の
だ
」
と
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

黒
澤
須
賀
川
医
師
会
長
か
ら

は
「
地
域
の
医
療
資
源
は
私

た
ち
の
共
通
の
財
産
で
す
」

と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ

き
、
医
療
を
大
切
に
使
い
、

地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。 

 

公
立
岩
瀬
病
院
は
今
年
も

「
地
域
住
民
患
者
中
心
の
医

療
、
生
命
と
健
康
を
守
り
愛

さ
れ
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る

病
院
」
の
理
念
の
も
と
、
全

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域

医
療
を
支
え
る
所
存
で
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

域
の
注
目
や
期
待
も
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
輝
か
し
い

新
年
を
迎
え
、
地
域
の

皆
様
の
負
託
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
決
意
を
新

た
に
し
、
地
域
医
療
の

中
核
病
院
と
し
て
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最

後

に

な

り

ま

す

が
、
皆
々
様
に
と
っ
て

こ
の
一
年
が
よ
い
年
で

あ

り

ま

す

よ

う
、
ま

た
、
当
企
業
団
に
と
っ

て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
し
、
あ

い

さ

つ

と

い

た

し

ま

す
。 



 公立岩瀬病院小児病棟では、12月から「ノロウイルス感染症」で入院する子供達が増えてきました。ノロウイルスは

感染力が非常に強く大人へも感染します。そこで、当院での対応を紹介しながら「ノロウィルス感染症」についての予

防や対策をお知らせします。 

 

○原因―ノロウィルスは、特に冬季に多く発生する感染性胃腸炎の原因となるウィルスです。感染力が非常に強く、少

量のウィルスでも口から体内に入ることにより感染します。牡蠣（かき）などによる食中

毒が有名です。 

 

○症状―感染後、24～48時間で吐き気やおう吐、下痢や腹痛、発熱などの症状が現れます。 

 

○感染経路―下記のような多くの感染経路があります 

 ・経口感染 二枚貝に蓄積し、加熱不十分で摂取ウイルスが付着した食品を摂取 

 ・接触感染 手に付着したウイルスが口から体内へ 

 ・飛沫感染 吐物や下痢便から舞い上がる飛沫を間近で吸入 

 ・空気感染（粉塵感染） 吐物や下痢便の処理が適切ではなかったために絨毯などに残存したウイルスを含む粒子 

             が、物理的刺激により舞い上がり、間近とは限らない場所で吸入 

 

○症状がでたら―おう吐や下痢などがある方は、早めに医

療機関を受診しましょう。脱水症状にならないよう水

分補給に努めましょう。 

 

○予防法 

＊流水・石けんによる手洗い 

 アルコールは充分な効果が望めないので最も重要な予

防方法は流水による手洗いです 

・帰宅後、調理や食事前、トイレ後、感染者のおう吐

物、ふん便を処理した後は、必ず十分に手を洗ってく

ださい。 

・石けんを使い十分にこすり洗いし、水で洗い流しま

しょう。（手洗いの手順 右参照） 

 

○おう吐物・ふん便の処理 

・おう吐物は素手で触らないように気をつけましょう。

なるべく早く処理することが必要です。マスク・手袋

をしっかりと着用し、使い捨てできる布やペーパータ

オルなどできれいに拭き取りましょう。ふき取った物

はビニール袋に入れ外に漏れないように密封して捨て

ましょう。 

・拭き取った後は塩素系の漂白剤を薄めてペーパータオ

ルにしみ込ませて拭き30分後に水拭きをしましょう。 

・汚れた衣類や寝具は塩素系の漂白剤に30～60分つけて

消毒してから洗濯しましょう。 

 

○入浴 

 下痢をしている時の入浴は、シャワーだけにする

か、入浴する順番を最後にしましょう。お尻は石けん

をつけて、ていねいに洗いましょう。 

 

○その他 

吐いたり、下痢の症状のある時には、他の人とタオルなどは共用しないようにしましょう。 

当院では、吐物の処理セットを各職場に配置しています。吐物は職員が危険のないように処理しますので、すぐに

お知らせください。 

３ 

下痢・嘔吐を伴うノロウイルス感染症が流行しています 

～流水・石けんによる手洗いが有効です～ 

ノロウィルス 

 

  平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 

事件数（件） 277 274 499 344 303 

患者数（人） 12,537 8,727 27,616 18,520 11,618 

死者数（人） 0 0 0 0 0 

【ノロウイルスによる食中毒件数】 

厚生労働省（ノロウイルスに関するＱ＆Ａ） 



 タバコの煙中にはおよそ4,000種類以上の化学物質が含ま

れていると言われています。そのうち少なくとも200種以上

は有害作用を有するとされています。タバコの人体に及ぼす

影響は、肺がんに代表される呼吸器疾患についてだけではな

く、人体に広く多大な影響をあたえていることが、近年、多

方面で明らかになってきています。 

 平成20年度人口動態統計によると、悪性新生物の死亡数・

死亡率を部位別にみると、男の「肺」は上昇傾向が著しく、

平成5年に「胃」を上回って第１位となり、平成20年の死亡

数は4万8612人で対人口10万人の死亡数は79.1人となってい

ます。また、女の「肺」は「大腸」と並び上昇傾向が続いて

おり、「胃」を上回って第2位となっています。 

４ 

今年こそ 禁煙しましょう 

年の始めは、決断の時期  今年こそ禁煙を考えてみませんか 

 たばこをやめたいと思っている人にとって、思い切って禁煙治療を始めてみ

るのに、今が絶好のタイミングかもしれません。今年10月から、たばこ税の増

税により「１本５円引き上げ、主力商品で現在１箱300円が400円」になるほ

か、昨年日本初の新しい飲み薬タイプの禁煙補助薬が発売されました。また、

これまで医療用医薬品だったニコチンパッチ製剤にOTC薬（医師の処方せんが

なくても購入できる一般用医薬品）が登場。薬局でも手軽に買えるようになる

など、治療の選択肢が広がりました。 

 さあ、今年こそ禁煙にチャレンジしてみましょう。 

平成20年人口動態統計 

http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai08/kekka3.html 

 現在では、がんの治癒率は少

しずつ高くなってきています。

その率は早期発見であればある

ほど高く、回復への大きな鍵を

握っています。 

 

 肺がんは、日本のがんによる

死亡数のトップになっていま

す。無症状のうちに検診を受診

し、早期のうちに治療すれば約

８割が治るようになりました。 

 喫煙によるがん罹患リスクが高まります 

 肺がん検診を受診しましょう 禁煙外来実施しています 

 当院では、下記のとおり禁煙外来を開

設しています。保険が適用されますの

で、本当に禁煙を考えている方にとっ

て、禁煙外来受診は、一番の早道かもし

れません。一度受診してみてはいかがで

しょう。 

記 

 毎週 第２・４金曜日 午後 

  

 受診には、予約が必要です。 

 詳しくは、医事課（75‐3111）にてお

問い合わせください。 



地域医療連携室から地域医療連携室から  ～「かかりつけ医」を持ちましょう～ 

５ 

  サンタがやってきたサンタがやってきた 
「ホー・ホー・ホー メリークリスマス」の掛け声とともに真っ白

なひげに赤い服、赤い帽子の見上げるような大きな体がエレベー

ターから現れると、「うぁーサンタさんだ」とホールで待っていた

患者さんから大きな歓声が上がりました。 

 これは12月20日（日）、当院にフィンランド・ラップランド州か

ら州知事公認のサンタクロースがやってきたときの一コマです。当

院売店の福島エアポートサービス様のご好意により実現したもの

で、最初に本館5階から3階までの各エレベーターホールであいさつ

や握手会を行い、2階の小児病棟へ向かいました。小児病棟では入

院患者さん一人ひとりにお手製のプレゼントを配布。子供たちの反

応も様々で、大きな体にびっくりした小さな子供たちは、最初泣き

出したりしましたが、サンタからプレゼントをもらうと涙をためて

小さくおじぎ。なかには、英語で答えたり、プレゼントのリクエストをサンタに渡したりするツワモノもいて、楽しい

ひと時を過ごすことができました。「早く元気になって僕のふるさとフィンランドにおいで」と元気付けると「はい」

と大きく答えていました。 

 新病棟の建設工事は、順調に進められています。 

 現在、１階立ち上がり部分の柱、壁等の鉄筋と型枠の組

み立て作業等を行っています。 

 ２月上旬からコンクリートの打設を行い、下旬には２階

の床まで出来上がる予定です。 

 １月末の進捗率は、約25パーセントとなる予定です 

（右は１月14日現在の工事状況です)。 

第３回 楽・楽けんこうウォーキング開催 
～「110名が芭蕉の句碑めぐり」～ 

11月８日（日）、「第３回 楽・楽けんこうウォーキング」を開催しました。

今回は地域の皆さんと病院職員総勢115名が参加し、紅葉が眩しいなか、須賀川

市内に建立されている松尾芭蕉の句碑を巡りました。同行した医師や看護師など

は歩きながらの健康相談を受け持ち、「須賀川ふるさとガイドの会」の方たちの

説明を受けながら到着した普応寺では、ご住職からの講話も聞くことができて、

健康づくりと地域の魅力を再発見する機会となりました。また、日本語教育研究

センター所長の吉岡泰夫博士や東京大学の石崎雅人教授など遠方からの参加者も

あり、大変賑やかなウォーキングとなりました。 

 

本 物 

 改築進捗状況 

 「かかりつけ医」とは、いつも身近にいて日頃の健康管理などについて相談にのってくれる『開業のお医者さん』の

ことです。「かかりつけ医」は必要に応じて訪問診療を行うほか、専門的な検査や入院が必要な時には適切な病院を紹

介してくれます。 

 当院では「かかりつけ医」の先生方と連携

をとって、症状にあわせた適切な治療を行っ

ています。当院での診療後や退院後は「かか

りつけ医」で引き続き診てもらえるよう、逆

紹介いたします。 

 地域医療は、病院と診療所（クリニック）

が機能を分担することにより成り立っていま

す。 

＊平成21年12月の連携実績は次のとおりです 

紹介患者数   401人（当院に紹介状を持参した患者数） 

逆紹介患者数  219人（当院から別の医療機関に紹介した患者数） 

救急車台数    93台（当院に救急搬送された患者数） 

時間外・休日の患者数 562人 

   （平日の17時～翌朝8時30分までと日・祝日の患者数） 

手術件数        68件 

   （外科38件、整形外科12件、泌尿器科10件、形成外科8件） 

 



６ 

受付は、午前７時30分から行います。 

都合により、やむを得ず変更する場合がありますので、ご了承ください。 

   外 来 診 療 医 一 覧外 来 診 療 医 一 覧外 来 診 療 医 一 覧   
（平成22年1月20日現在） 

 月 火 水 木 金 備考 

内 科 午 前 

福医大 

國分政樹 

福医大 

大谷 弘  

吉田直衛 

安田千尋 

大谷 弘  

小野重明 

太田昌宏 

（太田医院） 

福医大  

國分政樹 

佐藤勝男 

（今泉西病院） 

大谷 弘  

小野重明 

安田千尋 

8:45～11:00 

※禁煙外来は完全予約制 

 担当医：吉田直衛 

 （第2・4金午後）  

総合診療科 午 前  宮津 清   宮津 清 8:45～11:00 

心療内科 午 後    
佐藤康二 

(第1・3・5) 

大野悦人 
(第2・4) 

14:00～15:30 

神経内科 午 前  
星 明彦 

(福医大) 
   8:45～11:00 

外 科 午 前 三浦純一 伊東藤男 三浦純一 佐藤佳宏 大谷 聡 8:45～11:00 

整形外科 午 前 
渡辺秀樹 

福医大 
 

渡辺秀樹 

福医大 
 

渡辺秀樹 

福医大 
8:45～11:00 

膠原病内科 
午 前    順天堂大   順天堂大 

10:00～14:00  

午 後  順天堂大   順天堂大 

小児科   

午 前 

塚越 哲  

小田愼一 

福医大 

塚越 哲  

 川村哲夫 

塚越 哲  

川村哲夫 
（第1・3・5） 

小田愼一 
（第2・4） 

※福医大 

塚越 哲  

小田愼一 

塚越 哲  

川村哲夫 

福医大 

8:45～11:00 
※第1･3水曜  小児心臓外来 

※第2･4水曜  小児腎臓外来 

午 後 

塚越 哲  

小田愼一 

福医大 

塚越 哲  

 川村哲夫 

※予防接種 

塚越 哲  

川村哲夫 
（第1・3・5） 

小田愼一 
（第2・4） 

※福医大 

塚越 哲  

小田愼一 

塚越 哲  

川村哲夫 

福医大 

※予防接種予約制 

(水曜13:30～14:30) 

14：00～16：00 

※第1･3水曜  小児心臓外来 

※第2･4水曜  小児腎臓外来 

婦人科  
午 前    東京医科歯科大  

10:00～14:00  
午 後    東京医科歯科大  

泌尿器科 午 前 小林正人 吉田 健 福医大 小林正人 吉田 健 8:45～11:00 

形成外科 午 前 
樅山真紀 

(福医大) 
    8:45～11:00 

眼 科  午 後 太田西ノ内   福医大  14:00～16:00 

皮膚科  
午 前 橋本真一 橋本真一 橋本真一  橋本真一 8:45～11:00 

午 後 橋本真一 橋本真一   橋本真一 14:00～16:00 

放射線科 
午 前 景山和廣 景山和廣 景山和廣 景山和廣 景山和廣 予約制 

紹介状持参患者、その他 午 後  景山和廣 景山和廣 景山和廣 景山和廣 

 
  

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
さ
て
、
今
年
の
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支
、
「
虎
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寅
）
」

は
ど
ん
な
動
物
で
し
ょ
う
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●
千
里
を
走
る
虎 

 

英
語
で
虎
を
「
タ
イ
ガ
ー
」
と
い
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
チ
グ
リ
ス
か
ら
来
て
い
ま
す
。

チ
グ
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ル
シ
ャ
語
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「
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」
の
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。
矢
の
飛
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く
疾

走
す
る
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、
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グ
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ス
で
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、
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イ
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す
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東
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で
も
虎
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里
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走
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、
虎
退
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で
有
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加
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す
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子 

 

大
切
な
も
の
を
「
虎
の
子
」
と
い
い
ま
す

が
、
こ
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は
虎
が
わ
が
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を
と
て
も
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し
て

育
て
る
こ
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て
い
ま
す
。
ま
た
、
足
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い
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わ
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強
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く
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、
弱
き
を
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け
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虎
は
小
児
を
襲
わ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
虎
が
襲
う
の
は
自
分
よ
り
強
い
も
の
。

柔
弱
な
小
児
に
対
し
て
は
優
し
い
愛
情
を
注

ぎ
ま
す
。
ま
た
、
虎
は
自
分
に
敵
意
を
持
た

な
い
者
も
襲
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
「
強
気
を

く
じ
き
、
弱
き
を
助
け
る
」
、
そ
ん
な
正
義

の
味
方
の
よ
う
な
動
物
が
虎
な
の
で
す
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寅
年
生
ま
れ
の
著
名
人
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
の
小
柴
昌
俊
さ
ん
（
二
十
六
年

生
）
、
漫
画
家
の
松
本
零
士
さ
ん
（
三
十
八

年
）
、
歌
手
の
和
田
ア
キ
子
さ
ん
（
五
十

年
）
、
米
大
リ
ー
グ
の
松
井
秀
喜
さ
ん
（
七

十
四
年
）
、
プ
ロ
野
球
の
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有

さ
ん
（
八
十
六
年
）
ら
が
い
ま
す
。 

 

 

今
年
は
病
院
に
と
っ
て
も
寅
年
だ
け
に
何

事
に
も
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
（
ト
ラ
イ
）
」
す
る
年
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 


